
大堀相馬焼松永窯
インプットトーク資料

1



自己紹介
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1988年、福島県浪江町生まれ。
明治43年に創業大堀相馬焼の

窯元に生まれる。もともと家業
を継ぐ予定はなく、大学在学中
にガッチ株式会社を起ち上げ

る、東日本大震災を契機に家
業の大堀相馬焼の松永窯の経
営に携わり、販売面・商品開発
面を担当。

ガッチ株式会社代表取締役
松永窯四代目
松永武士（まつながたけし）



二重湯呑み
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大堀相馬焼の特徴①

馬の絵

＜二重湯呑み＞

「右に出るものがない」
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大堀相馬焼の特徴②

ひび割れ

福島の音30選

＜二重湯呑み＞
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大堀相馬焼の特徴③

二重焼

持っても熱くない

＜二重湯呑み＞
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震災後の様子。

7



8



9



10

25→10
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大堀相馬焼とは？

地元の誇り、アイデンティティ
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300年という歴史を背負って、

逆境から世界へ見返すチャンス
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１．認知不足・販売チャネル不足

→Ｅコマースによる販売

19



産地間コラボ
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特徴を活かしたデザイン



全国・世界へ誇りになるような
モノ・コトを作り

人々のアイデンティティを作っていく
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大堀相馬焼の課題
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後継者の問題、育成

窯元

ろくろ職人

窯元窯元
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窯元がバラバラ



若手の誘致
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地域おこし協力隊とは

都市地域人材が一定期間過疎地域などに居住し、住民とともに
地域課題解決に取り組む制度です。

浪江町では地域で受け継がれている伝統的産業の後継者として活動
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元の場所を離れて悪かったこと
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①原料

②コミュニティ

③土着性(風土)
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25→10



34



35



36

土着性



元の場所を離れたことで得られたこと
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①原料
→自由な原料、技法で作って良い(雰囲気)
(震災前から知っている人からは懐疑的な声もある)

②コミュニティ
→しがらみの脱却、利便性

③土着性(風土)
→商品力だけで勝負(ただしハードルが高い)
→現場過剰主義なところから脱却
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今後どうするか？



2拠点での製造
(除染なども踏まえると10年後くらい)
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